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札幌太郎邸　N値計算書
N： 柱引き抜き力（Kn）
A1： 当階柱の左右壁倍率差＋補正値
B1： （当階柱が）出隅の柱＝0.8／その他の柱=0.5
A2： 直上階の柱の左右倍率差+補正値
B2： （直上階柱が）出隅の柱＝0.8／その他の柱＝0.5
L2： （当階柱が）出隅の柱＝1.0/その他の柱＝1.6
L1： （当階柱が）出隅の柱＝0.4/その他の柱=0.6
補正値：筋かいによる補正値。

上階柱のずれがある場合　：　A2×B2に分配率をかける。

Y0通
2階建ての1階の柱 N＝（A1＋補正値）×B1＋（A2＋補正値）×B2×分配率－L2

A1 補正値 B１ A2 分配率 補正値 B2 L2 N 告示記号 採用金物
X0
X１
X2
X3
X4
X5
X6 2.9 0 0.5 1.58 0 0.8 1.00 1.71 へ L10
X7 2.9 0 0 0 0.5 0.00 -
X8 0 0.5 1.60 -1.60 -
X9 4.7 0 0.5 0 0.5 2.35 と L15
X10 5.0 0 0.8 1.58 0 0.8 1.00 4.26 り HD25

Y0通
平屋部分と2階の柱 N＝（A1＋補正値）B1－L1

A1 補正値 B1 L1 N 告示記号 採用金物

X0 5.0 0.8 0.4 3.60 ち HD20
X1 4.7 0.5 0.6 1.75 へ Ｌ10
X2
X3 4.7 0.5 0.6 1.75 へ Ｌ10
X4
X5
X6 1.58 0 0.8 0.4 0.86 は V
X7
X8 0 0 0.5 0.6 -0.60
X9
X10 1.58 0 0.8 0.4 0.86 は V

壁基準耐力を倍率に換算（÷1.96）して計算するため筋かいの取り付き方向は考慮せず、補正値は0とする

2階柱Ｃ

1階柱A 1階柱

a ｂ

柱Aへの分配率

Ｔ

a＋b

ｂ

柱Bへの分配率
a

a＋b

2階の柱がズレる場合の分配率の計算方法
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目　　　　　　　　　　次
（kN/m）

タイトル 壁倍率 壁基準耐力 　番　号

D01 構造用合板/構造用パネル（OSB）告示仕様（大壁仕様）　合板 2.5 5.2 一般診断法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OSB 2.5 5.0 一般診断法

D02 構造用合板/構造用パネル（OSB）告示仕様（受材真壁仕様）合板 2.5 5.2 一般診断法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OSB 2.5 5.0 一般診断法

D03 構造用合板　大臣認定（大壁仕様） 4 7.8 FRM-0335

3.8 7.4 FRM-0416

3.1 6.1 FRM-0415

D04 構造用合板　大臣認定（大壁床勝ち仕様） 3.6 7.1 FRM-0034

3.6 7.1 FRM-0414

3.2 6.3 FRM-0336

D05 構造用合板　大臣認定（受材真壁仕様） 3.4 6.7 FRM-0337

D06 構造用合板　大臣認定（受材真壁床勝ち仕様） 4 7.8 FRM-0339

3.6 7.1 FRM-0483

3.5 6.9 FRM-0338

D07 構造用合板　大臣認定（大壁24㎜仕様） 5 9.8 FRM-0297

D08 構造用合板　大臣認定（大壁床勝ち24㎜仕様） 5 9.8 FRM-0296

D09 構造用合板　大臣認定（受材真壁24㎜仕様） 5 9.8 FRM-0298

D10 構造用合板　大臣認定（受材真壁床勝ち24㎜仕様） 5 9.8 FRM-0298

D11 構造用パネル（OSB）大臣認定(大壁仕様） 4.1 8.0 FRM-0326

3.2 6.3 FRM-0327

D12 構造用パネル（OSB）大臣認定(大壁床勝ち仕様） 3.8 7.4 FRM-0466

D13 構造用パネル（OSB）大臣認定(受材真壁床勝ち仕様） 3.4 6.7 FRM-0472

D14 筋かい　30×90 1.5 2.4 一般診断法

　　　　　 45×90 2 3.2 一般診断法

　　　　　 90×90 3 4.8 一般診断法

D15 鉄筋ﾌﾞﾚｰｽ 1 1.6 一般診断法

D16 構造用合板/構造パネル（OSB）告示　（貫仕様真壁） 1.5 2.9 告示1100号

D17 構造用合板/構造パネル（OSB）告示　（大壁仕様）準耐力壁 3.1 一般診断法

D18 耐力壁の小開口

D19 無筋コンクリート基礎補強の施工法と注意事項

D20 無筋コンクリート基礎補強の現場鉄筋組立手順

D21 新設基礎

D22 金物　アンカーボルト・座金

D23 吹き抜け部補強

D24 下屋部水平床補強

D25 段違い梁補強

D26 劣化部交換

D27 筋かい金物　選定表　カナイ

D28 筋かい金物　選定表　BXカネシン

D29 筋かい金物　選定表　タナカ

D30 柱脚・柱頭金物　選定表　カナイ

D31 柱脚・柱頭金物　選定表　BXカネシン

D32 柱脚・柱頭金物　選定表　タナカ

D33 N値計算法

D34 N値計算法　柱ズレ

告示01 筋かい端部の仕口規定　平成12年建設省告示第1460号一号

告示02 柱脚 ・柱頭仕口の規定　平成12年建設省告示第1460号二号 

36



37



38



39



40



41



２．工事写真（参考例） 

工事内容 工事種目 撮影内容 

基礎工事 その他 あと施工アンカーの仕様、位置、施工状況 

ホールダウン金物 15kＮ用 

告示 1460号第二号（と） 

ケミカルアンカー Ｍ16用 

アンカー施工穿孔長 140㎜以上 柱脚金物（X11、Y3） 

設計 施工 

と と 
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工事内容 工事種目 撮影内容 

耐震壁補強工事 筋交い 端部金物仕様 

柱頭柱脚金物 金物仕様 

ヘキサプレート 

告示 1460号第一号（ハ）（ニ）（ホ） 

オメガプレートＳＤ 10KN 

告示 1460号第二号（に）（ほ）（へ）該当品 

工事内容 工事種目 撮影内容 

耐震壁補強工事 筋交い 

柱頭柱脚金物 

端部金物取付状況 

取付状況 

(X1,Y8) 2階柱頭 

設計  施工 

ほ ほ 

(X3,Y0) 1階柱脚 

設計  施工 

に に 
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工事内容 工事種目 撮影内容 

耐震壁補強工事 面材 釘(ビス)の規格・寸法・間隔 

面材製品仕様（規格・表示マーク等） 

CN50釘 CN50釘 

OSBパネル：JAS認定品 F☆☆☆☆ 構造用パネル仕様 釘ピッチ 150 
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工事内容 その他 

工事種目 建築物全体 

撮影内容 施工前 

工事内容 耐震壁補強工事 その他 

工事種目 面材 建築物全体 

撮影内容 取付状況 施工中 

工事内容 その他 

工事種目 建築物全体 

撮影内容 施工後 

※できるだけ施工前、施工中、施工後を同じ角度から、全体が写るように配慮する。 
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